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豊
間
地
区
と
薄
磯
地
区
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
波
高
は
約
八
・
五
㍍
に

達
し
た
。
両
地
区
合
わ
せ
て
全
半
壊
の
家
屋
は
一
、

〇
〇
〇
戸
あ
ま
り
、
全
戸
数
の
実
に
九
割
以
上
の
家
屋

が
被
災
し
た
。
死
者
数
は
関
連
死
も
合
わ
せ
て
二
〇
〇

名
を
超
え
て
い
る
。

　

い
わ
き
市
は
二
〇
一
一
年
十
二
月
に
「
復
興
事
業
計

画
」
を
策
定
、
こ
れ
に
よ
り
市
内
六
地
区
の
被
災
市
街

地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
と
四
地
区
の
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
が
動
き
だ
す
。
豊
間
・
薄
磯
地
区
に
お
い

て
も
区
画
整
理
、
防
潮
堤
や
防
災
公
園
を
は
じ
め
と
す

る
関
連
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

住
宅
や
施
設
を
建
設
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
土
地
、
地

面
そ
の
も
の
が
津
波
で
さ
ら
わ
れ
、
絵
を
描
こ
う
に
も

キ
ャ
ン
バ
ス
が
な
い
。
事
業
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を

整
え
る
土
工
事
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

被
災
し
た
市
街
地
の
背
後
に
山
を
切
り
崩
し
て
高
台

を
造
成
、
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
発
生
し
た
土
を
有
効
利

用
し
て
海
岸
寄
り
に
幅
五
〇
㍍
高
さ
一
〇
㍍
の
防
災
緑

地
を
整
備
す
る
。
海
寄
り
の
エ
リ
ア
で
は
海
岸
線
に
沿

っ
て
防
潮
堤
を
築
造
し
そ
の
内
側
に
道
路
を
通
す
。
防

潮
堤
、
防
災
緑
地
に
よ
る
多
重
防
御
で
市
街
地
を
津
波

か
ら
守
る
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
施
工
面
積
は
豊
間
地
区
で

約
五
六
㌶
、
薄
磯
地
区
で
三
七
㌶
。
動
か
す
土
量
は

二
五
〇
万
立
方
㍍
に
及
ぶ
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

な
っ
た
。　

　

豊
間
・
薄
磯
地
区
整
備
事
業
を
担
う
の
は
、
㈱
安

藤
・
間
以
下
五
社
か
ら
な
る
い
わ
き
市
震
災
復
興
事
業

Ｊ
Ｖ
だ
。
統
率
す
る
同
社
の
最
上
登
久
也
所
長
は
、
三

年
前
の
着
工
時
の
様
子
を
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。「
住

宅
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
岸
線
に

沿
っ
て
住
宅
の
基
礎
、
瓦
礫
が
残
っ
て
い
る
状
態
。
そ

の
痕
跡
か
ら
、
こ
こ
が
住
宅
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
か
ろ

う
じ
て
わ
か
っ
た
。
着
工
か
ら
一
年
以
上
は
こ
の
基
礎

や
瓦
礫
の
撤
去
に
費
や
し
、
土
に
触
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
」。
そ
の
歯
が
ゆ
さ
を
噛
み
し
め
る
よ
う

に
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

津
波
に
さ
ら
わ
れ
た「
地
面
」を
再
生
す
る

Site Discovery

発見
現場

文：槌田波留基　写真：西山芳一

太
平
洋
を
臨
む「
ま
ち
」を
つ
く
る

震
災
復
興
の
土
工
現
場

豊と

よ

間ま

・
薄
磯
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
い
わ
き
駅
か
ら
南
東
へ
約
一
〇
㌔
㍍
。

太
平
洋
に
臨
む
福
島
県
い
わ
き
市
の
海
岸
線
で
大
規
模
な
震
災
復
興
事
業
が
進
む
。

な
だ
ら
か
な
砂
浜
が
続
く
豊
間
地
区
と
、そ
の
北
側
に
位
置
す
る
薄
磯
地
区
。

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
津
波
は
こ
の
美
し
い
海
辺
の
集
落
を
呑
み
込
み
、甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

こ
こ
に
新
し
い
ま
ち
を
再
生
す
る
。 

そ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
つ
く
る
土
工
事
の
現
場
を
取
材
し
た
。

工事が進む薄磯地区。陸側の山を切り崩し、その土砂で緑地などの公共用地や住宅地を造成する。整備された区画から順次引き渡しが始まってい
る。美しい海辺のまちの姿が見えてきた。
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い
わ
き
市
は
復
興
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
復
興
事
業
の
実
績
を
持
つ
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
協

力
を
要
請
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
両
地
区
の
事
業
を
早
期

に
実
施
す
る
べ
く
、
民
間
五
社
の
Ｊ
Ｖ
に
実
施
設
計
か

ら
施
工
、
管
理
を
Ｃ
Ｍ
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）
方
式
で
一
括
し
て
発
注
し
た
。「
最
初
に

大
き
な
絵
を
描
い
て
、
現
場
の
状
況
を
見
な
が
ら
細
部

を
詰
め
て
い
く
よ
う
な
感
覚
で
す
ね
。
復
興
事
業
は
通

常
の
三
倍
の
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
方
式

は
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
の
で
迅
速
な
対
応
が

期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
分
、
各
方
面
と
の
協
議
、
調
整

作
業
も
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
、大
変
で
す
け
ど
ね
」と

最
上
所
長
は
笑
う
。
県
や
市
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
日
々

頻
発
す
る
。
排
水
路
の
施
工
は
河
川
課
、
道
路
の
切
り

替
え
は
道
路
課
と
い
っ
た
具
合
だ
。
広
大
な
現
場
と
調

整
要
員
、
現
場
を
動
か
す
に
は
人
の
数
が
必
要
だ
。
自

ず
と
作
業
所
は
大
所
帯
に
な
っ
た
。
職
員
が
約
四
〇
名
、

工
程
に
よ
っ
て
は
作
業
員
も
三
〇
〇
名
近
く
に
な
る
。

現
場
が
広
い
の
で
人
が
散
ら
ば
っ
て
し
ま
う
と
ど
こ
に

い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ア
メ
フ
ト
の
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
・

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
だ
と
最
上
所
長
は
笑
う
。

　

Ｃ
Ｍ
方
式
は
最
上
所
長
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験

だ
。
着
工
に
至
る
ま
で
一
年
ほ
ど
か
け
て
勉
強
し
、
自

分
な
り
の
施
工
方
針
を
検
討
し
た
。「
ゼ
ネ
コ
ン
に
は

シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で

現
場
を
動
か
す

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
対
処
で
き
る
機
動
力
、
柔
軟
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
少
々
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
ね
。

は
じ
め
は
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
Ｃ
Ｍ
方
式
が
何
た
る
か
を

周
知
、
理
解
を
促
す
こ
と
に
専
心
し
ま
し
た
」
と
最
上

所
長
は
話
す
。

　

現
場
の
進
捗
率
は
こ
の
秋
ま
で
に
六
〇
％
。
施
工
は

「
面
」
か
ら
「
線
」
の
段
階
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
。
薄

磯
の
現
場
で
は
、
面
的
に
広
が
る
施
工
エ
リ
ア
で
の
大

規
模
な
土
工
事
が
収
束
し
、
宅
地
の
外
構
、
道
路
、
排

水
路
の
施
工
な
ど
、
線
的
に
工
程
を
追
う
工
事
が
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
た
。「
あ
の
高
台
の
さ
ら
に
東
側
に

東
京
ド
ー
ム
ほ
ど
の
山
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
山
を

豊間地区は県内随一
の海水浴場、サーフ
ィンの絶好ポイント
として親しまれてい
たエリア。現場は南
北２㎞にわたって展
開する。地上からは
全体を一望すること
が難しいほど広大な
現場だ。

現場は面的な展開から、線的な仕上げ段階に入った。これまでは重機やダンプが主役、今後は人が手を動かして細部を丁寧に施工していく工程だ。

左／かろうじて津波被害を
免れた住宅。その一角に沿
うように新たな宅地が整備
される。
右／現場では何台ものダン
プが黙々と土砂を移動し続
けていた。

薄磯震災復興土地区画整理事業
施 行 者：いわき市
事業受託者：UR都市機構
面　　積：37.0ha
土地利用：宅地11.8ha、
　　　　　公共用地25.2ha
計画人口：311世帯864人
当初認可：平成25年2月20日
事業期間：平成24 〜 29年度
　　　　　（32年度：清算期間含む）
主な関連事業：防潮堤（県）、防災緑

地（県）、県道豊間四
倉線

工事概要

豊間震災復興土地区画整理事業
施 行 者：いわき市
事業受託者：UR都市機構
面　　積：55.9ha
土地利用：宅地19.0ha、
　　　　　公共用地36.9ha
計画人口：512世帯1,420人
当初認可：平成25年3月13日
事業期間：平成24 〜 30年度
　　　　　（33年度：清算期間含む）
主な関連事業：防潮堤（県）、防災緑

地（県）、諏訪川（県）、
県道豊間四倉線、豊間
公園（防災公園（市））

山
を
一
つ
動
か
し
て
宅
地
、緑
地
を
造
成

薄磯地区

（土地利用計画図は第3回事業計画変更時点）

施行区域界
都市計画道路
区画道路、道路付帯地
特殊道路
住宅地
河川・水路
海岸堤防
公園
防災緑地
緑地
基地

豊間地区
災害公営住宅 
192戸

（集合168戸､
戸建24戸）

2級河川諏訪川
W=29〜72m､
L=490m

諏訪橋 L=48ｍ

豊間地区

防災緑地

県道豊間四倉線

豊間地区
海岸防潮堤
L=2,520ｍ

防災緑地

県道豊間四倉線

薄磯地区
海岸防潮堤
L=1,180ｍ

都市計画道路
薄磯環状線

豊間中学校（災害復旧）

豊間公園（防災公園）
A= ８.2ha

薄磯地区
災害公営住宅 
103戸

（集合85戸､
戸建18戸）

復興商店
とよマルシェ 

豊間公民館

塩屋埼灯台

豊間
小学校

修徳院

いわき病院

主
要
地
方
道
小
名
浜
四
倉
線
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この現場は私が所長として経験
する最大規模の仕事場になりま

ところが片方が突っ走ってしまうと思
わぬミスに繋がる。施主から要請があ
った設計変更を設計図に落とし込んで
あるのに、従前の図面のまま施工して
しまうといったことも起こりかねない。
部署間のコミュニケーションは現場の
要です。「所長」はプレッシャーも大
きく、孤独なもの。これを克服するに
は、現場の組織力と部下を信頼して、
我慢することも必要なんです。

した。現場事務所は、ひとつの「支社」
を運営する感覚。それだけに「組織
力」の重要性を痛感しています。CM方
式をスムーズに進捗させるため、職員
をマネジメント部隊と施工部隊に分け、
それぞれに副所長を2名ずつ配置しま
した。彼らにある程度権限を委譲して
各部隊を動かさないと前に進みません。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

安藤ハザマ・五洋・西武・
玉野総合・基礎地盤
いわき市震災復興事業共同体
統括管理技術者 現場代理人

最上登久也
Tokuya Mogami

一
つ
動
か
し
て
こ
の
宅
地
と
緑
地
を
造
成
し
ま
し
た
。

風
景
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
ね
」
と
最
上
所
長
が

説
明
し
て
く
れ
た
。

　

高
低
差
が
あ
る
土
工
事
の
現
場
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

の
が
「
水
」
だ
と
最
上
所
長
は
話
す
。「
施
工
中
に
水
の

流
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
ん
で
す
。
無

理
に
止
め
よ
う
と
す
る
と
堤
が
破
れ
て
大
き
な
出
水
に

な
る
。
放
っ
て
お
け
ば
せ
っ
か
く
施
工
し
た
道
路
面
に

泥
水
が
走
る
。
水
は
『
溜
め
な
い
、
出
さ
な
い
、
走
ら

せ
な
い
』
が
基
本
。
水
と
い
か
に
付
き
合
う
か
、
土
工

事
の
永
遠
の
課
題
で
し
ょ
う
ね
」。
一
帯
の
海
域
で
は

ア
ワ
ビ
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
排
水
路
を

施
工
す
る
際
は
泥
水
が
海
に
流
れ
な
い
よ
う
に
、
仮
設

の
水
路
を
つ
く
り
、
一
度
貯
留
し
て
浄
化
し
た
後
に
放

流
す
る
措
置
を
取
っ
た
。

　

安
全
面
で
の
配
慮
も
怠
ら
な
い
。
現
場
内
に
は
南
北

に
バ
ス
通
り
が
走
る
。
最
上
所
長
は
「
生
活
道
路
を
止

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
工
程
に
よ
っ
て
何
度

う
に
周
知
し
て
い
ま
す
」。
誘
導
員
も
埃
だ
ら
け
の
笑

顔
で
片
手
を
あ
げ
て
合
図
を
し
て
く
れ
た
。

　

豊
間
地
区
で
は
、
土
工
事
と
並
行
し
て
河
川
を
渡
る

橋
梁
の
橋
台
や
道
路
の
施
工
も
進
む
。
す
ぐ
そ
ば
の
海

岸
に
は
穏
や
か
な
白
波
が
静
か
に
打
ち
寄
せ
て
い
た
。

吹
き
渡
る
海
風
が
気
持
ち
良
い
。
か
つ
て
、
海
岸
か
ら

一
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
住
宅
や
店
舗
、
水
産
加
工

の
施
設
が
軒
を
連
ね
て
い
た
と
い
う
。
地
震
発
生
直
後

に
は
一
㌔
㍍
ほ
ど
沖
合
ま
で
潮
が
引
い
て
海
底
が
露
わ

に
な
っ
て
、
一
目
散
に
高
台
に
避
難
し
た
と
い
う
市
民

の
証
言
が
あ
る
。
そ
の
様
を
想
像
す
る
。
見
た
こ
と
も

な
い
異
様
な
海
景
に
背
筋
が
凍
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

最
上
所
長
に
震
災
復
興
に
向
け
た
意
気
込
み
を
聞
い

て
み
た
。
公
共
事
業
と
し
て
大
き
な
違
い
は
な
い
と
口

に
し
な
が
ら
、
一
呼
吸
お
い
て
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。

「
工
事
に
着
手
し
た
頃
、
残
さ
れ
た
家
屋
の
基
礎
に
向

け
て
手
を
合
わ
せ
る
人
、
花
を
手
向
け
る
方
々
を
何
度

も
目
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
光
景
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
『
や
っ
て
や
ろ
う
！
』『
な
ん
と
か
し
よ
う
』
と

い
う
気
持
ち
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
工
事

を
『
さ
せ
て
い
た
だ
く
』
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
基
本
で

す
け
れ
ど
ね
」。
こ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
同
じ

気
概
を
も
っ
て
施
工
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。
東
北

の
復
興
は
道
半
ば
だ
が
、
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
な
い
。

い
ま
も
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
前
に
進
ん
で
い

る
。

も
道
路
を
切
り
廻
し
な
が
ら
施
工
を
進
め
て
い
ま
す
。

工
事
車
両
と
一
般
車
が
並
走
す
る
こ
と
も
あ
る
。
安
全

に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
安
全

施
工
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
基
本
に
な
る
の

が
挨
拶
だ
と
い
う
。「
会
釈
を
す
る
必
要
は
な
い
ん
で

す
。
お
辞
儀
を
す
る
と
視
線
が
下
に
ず
れ
て
周
囲
へ
の

注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。
片
手
を
あ
げ
て

『
お
は
よ
う
っ
』『
お
疲
れ
様
で
す
』
と
声
を
か
け
る
よ

左／豊間地区では県道を通す橋台など構造物の構築も並行
して展開されている。
右／豊間・薄磯では里山のどんぐりから苗木を育て、新た
に整備した防災緑地に植樹する「どんぐりプロジェクト」
が展開されている。現場事務所の傍にも青々とした苗木が
芽吹いていた。

上／現場内には生活道路が縦貫し、一般車両とダンプが輻輳、児童たちがバス通学する小
学校も立地する。市民の日常生活を支える既存のインフラを維持するため、安全には細心
の注意を払っている。
下／取り扱う土量は膨大だ。どれだけ土を動かしたか、土砂の排出量、搬入量の計測には
3Dスキャナカメラを導入した。人力での測量を大幅に減らすことでスピードアップを図った。

 「
や
っ
て
や
る
！
」「
な
ん
と
か
す
る
！
」


